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パブリックドメインの資料を

利用する際に所蔵機関について

言及することを利用者に促すには

https://creativecommons.org/wp-content/uploads/2024/02/Nudging-Users-to-Reference-Institutions-when-Using-Public-Domain-Materials%E2%80%94Creative-Commons-Guidelines-1.pdf


パブリックドメインの資料を
利用する際に所蔵機関について
言及することを利用者に促すには

クリエイティブ・コモンズのガイドライン

Ocean Coast by Maurice Denis、パブリック・ドメイン・マーク、スウェーデン国立美術館

https://collection.nationalmuseum.se/eMP/eMuseumPlus?service=ExternalInterface&module=collection&objectId=23187


はじめに
本ガイドラインは、デジタル化されたパブリックドメインの文化遺産資料の利用に関して、それ

を所蔵する文化遺産所蔵機関が自身への言及を利用者に促したい場合のデザイン上のアイディア

と実施例を提供するものです。本ガイドラインはパブリックドメイン資料をオープンに共有する

所蔵機関を対象としていますが、文化遺産の電子資料に関連する著作権ライセンス問題に関心の

あるすべての人にとって有益であると考えます。
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背景
オープンカルチャーの広まり

文化遺産所蔵機関は、所蔵する資料を保存し共有することで、地域社会にとって欠かすことので

きない役割を担っています。そしてインターネットとそれに伴うデジタル革命によって、所蔵機関

が相次いで収蔵品をオンラインで公開し始めました。つまり、著作権の制約がない、またはほと

んどない状態で、無料でアクセス、利用、再利用できるように広く公開されるようになったので

す。クリエイティブ・コモンズの「Open Culture Voices」シリーズで多くの専門家が述べている

ように、オープン化は地域社会や一般市民に対して計り知れないほどの恩恵をもたらします。ク

リエイティブ・コモンズ（CC）ライセンスとパブリック・ドメイン・ツールは、「オープン」を

実現するための重要な要素です。

パブリックドメイン作品のデジタル複製を公開するときに使える
CCライセンスはない

デジタル化され、オンラインで利用できるようになった多くの文化遺産は、著作権の保護期間を

過ぎている、あるいはそもそも保護されていなかったパブリックドメインのものであり、著作権

の許諾なく、誰でもどのような目的でも利用することができます。CCでは、パブリックドメイン

作品の忠実なデジタル複製は、パブリックドメインとすべきであり、新たな著作権や関連する権

利を生じさせてはならないと強く主張しています（翻訳版はこちら）。同じ文脈で、ライセンス

は著作権で保護されているコンテンツに関してのみ使用できるものであるため、パブリックドメ

イン作品のデジタル複製物を公開する際にCCライセンスを使用することはできません。それらを

共有するには、現在、パブリックドメインに置くためのツール（CC0）の利用を推奨しています。

広く実践されているが問題のある「PD BY」

しかしながら、非常に多くの所蔵機関がCC0ではないCCライセンスを使って、パブリックドメイ

ン資料の忠実な複製を公開しています。これは「PD BY」とも呼ばれることがあります。なぜこの

ようなことが広まったのでしょうか？それは、多くの所蔵機関が、文化遺産を保存、修復、デジ

タル化、共有しているのが自分たちであることを周知したいと考えているためです。そしてこれ

らの所蔵機関は利用者にクレジットを表記することを求める手段としてCCライセンスを使用して
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いるのです。一方でCC0は帰属の表示を義務付けていません。私たちが作成した「Needs

Assessment Report: Are the Creative Commons Public Domain Tools Fit-for-Purpose in the

Cultural Heritage Sector?」の資料でも、アンケートに回答した所蔵機関の約53％が、利用者にク

レジット表記をしてもらう方法を求めていると答えており、素材が再利用・共有される際に所蔵

機関がクレジット表記を受ける方法が無いことが、CC0で足りていない主なニーズであることが明

らかになっています。

パブリックドメイン資料のより良い共有方法について

多くのコレクションが複雑な歴史的・法的背景を経て所蔵機関の管理下にあることを私

たちは認識しています。私たちが先住民の文化遺産をオープンに共有することに関連し

て述べたように、対象物の著作権の状態は、正当な所有権や管理者を決定することは

もってのほか、アクセスや利用の可能性を決定する唯一の方法では決してありません。
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Sharing Public Domain Collections CC-BY ?!!? by Brigitte Vézinaは “The Scream”をリミッ

クスしたものです。本作品はCC BY 4.0のもとで提供されています。

“The Scream” Edvard Munch (1893), Public Domain, National MuseumOslo

管理している所蔵機関をCCライセンスで参照するのは
得策ではない

私たちは、所蔵機関が自分たちのコレクションからのパブリックドメインのデジタルなオブジェ

クトが利用される際に、自分たちが言及されること望むことに概ね共感しており、功績を認める

べき内容についてはユーザーはそのことをクレジット表記するべきだと考えます。しかし私たち

は、実際にそれを行う手段としてCCライセンスを使用することに、以下の4つの主な理由から強く

反対します：

● 資料の著作権状態が不明確になってしまう

● 資料へのアクセスや利用条件について利用者に混乱と誤解が生じる

● ライセンスが無効となり法的強制力がない状況を作り出してしまう
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● CCの帰属表示ガイドラインとライセンス表記では、著作物のタイトル、作者または作成

者、ライセンス、および出典（通常はURL）のみの記載を要求しているため、必ずしも所

蔵機関の記載につながるとは限らない

所蔵機関は何をすべきか？

2022年、Deborah De Angelis（CC Italy）と渡辺智暁（CC Japan）が率いるCC Open Culture

Platformのワーキンググループは、この問題を詳細に調査し「PD BY」の問題に対処するための

技術的、法的、社会的介入に関する提案を作成しました。

そしてワーキンググループの挙げた社会的介入策に触発され、私たちは、オープンライセンスま

たはパブリックドメインの資料を利用する人々が資料を提供している所蔵機関に言及することを

簡単かつ魅力的にするために、所蔵機関が導入できるシンプルなデザインアイデアを開発しまし

た。Behavioural Insights Teamの EASTモデル（「ナッジ」によって行動変容を起こしたり、特

定の結果を促したりするためのシンプルなフレームワーク）を使って、適切な場面で所蔵機関が

包括的な「典拠ステートメント」を提供するためのいくつかの方法を提案します。これらのユー

ザー・エクスペリエンスに関するアイデアは、CCライセンスやその他ツールと組み合わせて使用

することができます。提案する機能の実装方法に関するHTML/CSSコードを含む技術的なガイドラ

インは提供しませんが、このリソースが各所蔵機関の技術環境に実装可能なデザインの青写真と

なることを願っています。
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